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全 国 労 働 衛 生 週 間
スローガン 「 あなたの健康があってこそ　笑顔があふれる健康職場 」
全国労働衛生週間は、昭和25年の第１回実施以来、今
年で73回を迎えます。この間、国民の労働衛生に関する
意識を高揚させ、事業場における自主的労働衛生管理活
動を通じた労働者の健康確保に大きな役割を果たしてき
たところです。
本年は、日本の各地で発生している豪雨や地震等の自
然災害並びに新型コロナウイルス感
染症の拡大により、これまでとは違う
社会生活や企業活動などが求められ
ています。
労働者の健康をめぐる状況について
は、厚生労働省から公表された令和３
年度の「脳・心臓疾患、精神障害、石
綿による疾病の労災補償状況」による
と、脳・心臓疾患に関する事案の請求
件数は753件（前年度比31件減）で、
支給決定件数は172件、（前年度比22件
減）、精神障害に関する事案の請求件
数は2,346件（前年度比295件増）、支
給決定件数は629件、（前年度比21件
増）で、建設業の２つの事案の請求件
数、支給決定件数は、ともに多い業種
に含まれております。
このような状況の中、脳・心臓疾患、
精神障害の事案等を防止するためには、働き方改革の推
進と相まって、長時間労働による健康障害の防止対策及
びメンタルヘルス対策の推進が必要となっています。
また、石綿に関する事案の請求件数は1,274件（前年
度比189件増）で、支給決定件数は1,011件（前年度比５
件減）となっています。今後、石綿含有建材を用いて建
設された建築物の解体工事の増加が見込まれる中、令和
２年に「石綿障害予防規則」等の一部が改正され、解体・

改修前に義務づけられている石綿の有無に関する事前調
査の適正化を図るとともに、一定規模の工事については、
石綿事前調査結果報告システムを用いた報告の義務化な
ど、石綿によるばく露防止対策の強化が進められており
ます。
建設現場で働く方々の健康の保持・増進、安全で安心

な職場環境の整備のために、メンタル
ヘルス対策の推進や健康障害防止対
策の充実、高年齢労働者の加齢による
身体機能の低下によるリスク等を考
慮した措置など、すべての働く人の労
働災害防止を図るためにも職場環境
改善の取組みをお願いします。
さらに、今夏の気候は、各地で記録
的な高温による猛暑や線状降水帯に
よる豪雨から、一転して「厳しい残暑」
が予想され熱中症の発生が懸念され
ます。昨年同様の熱中症防止対策の徹
底をお願いします。
これから迎える全国労働衛生週間
において、経営トップをはじめとした
関係者は、労働者の健康保持・増進等
の重要性についてさらに認識を深め、
心身ともに健康で、誰もが安心して働

ける快適な職場づくりを目指し、効果的な労働衛生管理
活動を実施するようお願いします。
なお、本年も職場における新型コロナウイルス感染症
の拡大防止のためには、事業所で留意すべき「取組の５
つのポイント」をはじめ、各事業場の実態に即した感染
予防対策を徹底し継続することが求められており、労使
協力のもと全国労働衛生週間を実施しましょう。

令和４年度

準備期間／令和４年９月１日～９月30日　　本週間／令和４年10月１日～10月７日
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広島労働局労働基準部健康安全課長より要請がありました
「職場における熱中症予防対策の徹底について」

令和４年８月 16 日

建設業労働災害防止協会広島県支部　代表者　殿

広島労働局労働基準部健康安全課長

職場における熱中症予防対策の徹底について

安全衛生行政の推進につきまして、日頃から格別の御配慮をいただき、厚く御礼申し上げます。

今般、職場における熱中症による死傷災害の発生状況（速報値）を取りまとめたところ、７月までの

死傷者数（死者・休業４日以上）が、過去５年で最多となっております（別紙）。

例年８月は死傷災害の発生件数が最多となっていることから、対策に万全を期すことが重要です。職

場における熱中症予防基本対策要綱の策定について（令和３年４月 20 日付け基発 0420 第３号）及び

STOP！熱中症　クールワークキャンペーン（令和４年２月 22 日付け基安発 0222 第１号）に基づいて、

関係事業者へ熱中症予防対策の周知をお願い申し上げます。特に、記録的な暑さを踏まえ、WBGT値（暑

さ指数）に応じた作業の中断等を徹底することや、異常を認めたときは、躊躇なく救急隊を要請するこ

となど、状況に応じた熱中症予防対応の実施について、一層の取組を進めていただけるよう、関係事業

場への周知について特段の御理解と御協力をお願い申し上げます。

� 　別紙　

職場における熱中症による死傷災害の発生状況（速報値）

１月～５月 ６　月 ７　月 ７月末までの
累　 積　 数

令和４年度 18（0） 118（5） 116（8） 252（13）

令和３年度 9（1） 26（0） 55（2） 90（3）

令和２年度 14（1） 57（0） 22（2） 93（3）

令和元年度 28（0） 24（0） 20（7） 72（7）

平成30年度 17（0） 40（1） 129（7） 186（8）

　　　　　　　　　　　　　　　 ※都道府県労働局が把握した、休業 4日以上の死傷者数（括弧内は死亡者数）

（参考）令和 3 年の職場における熱中症による死傷災害の発生状況（確定値）については、下記のホームページに掲載。
　　　 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_25950.html
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建災防　事業部からのお知らせ
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安全担当者、コスモス導入を検討している皆様へ

コスモス説明会のご案内

こんなお悩みはございませんか？

システム導入は何から始めたら？
そもそも、コスモスとは何か？
導入によるメリットは…etc

コスモスセンターがお答えします！

コスモス説明会では、コスモスの特徴、導入
の必要性、コンパクトコスモスの解説や、ご
相談にお答えします。

コスモスを導入して、安全衛生水準の向上を図りましょう

１．開催方法

説明会　詳細

Zoomによる オンライン形式
全国各地の皆様の職場、自宅などから地域・
場所を問わずに参加いただけます。

３．定員
第１回　70 名
第２回　70 名
（定員になり次第受付を終了します。）

４．申込方法
事前申込制となりますので、参加ご希望の方は下記 
URL 、 または QR コードよりお申し込みください。
URL：https://www.kensaibou.or.jp/

safe_tech/cohsms/cohsms_briefing.html

２．開催日程
第１回令和４年９月９日（金）
第２回令和４年12月９日（金）

無 料

建設業労働災害防止協会　コスモスセンター
〒108-0073 東京都港区三田 3-11-36
TEL：03-3453-1306　FAX：03-5476-8362

お問い合わせ先

申し込み案内

オンライン形式

時 間　13：30～ 15：35
内 容　・コスモスの必要性と導入による効果やコスモス

ガイドラインの解説
・中小規模建設事業場向けの
「コンパクトコスモス」についての説明
※途中10分休憩あり

受講料 無料 です。

是非お気軽にご参加ください。

当日のカリキュラム
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厚生労働省委託事業　　　協力：建設業労働災害防止協会広島県支部
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令和３年・令和４年　全産業・建設業・署別労働災害発生状況（労働者死傷病報告による）
広島労働局（令和４年７月末）

署別
全　　産　　業 建　　設　　業

令和３年 令和４年
増減数

令和３年 令和４年 対前年
増減数

対前年
増減率
（％）

建設業
／全産
業（％）死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計

広島中央 559 559 3 824 827 268 44 44 2 67 69 25 56.8 8.3 
呉 1 169 170 1 365 366 196 16 16 21 21 5 31.3 5.7 

福　山 2 318 320 2 589 591 271 1 35 36 1 33 34 −2 −5.6 5.8 
三　原 77 77 1 204 205 128 4 4 13 13 9 225.0 6.3 
尾　道 111 111 1 134 135 24 14 14 8 8 −6 −42.9 5.9 
三　次 89 89 151 151 62 18 18 7 7 −11 −61.1 4.6 
広島北 214 214 2 334 336 122 30 30 30 30 8.9 
廿日市 1 159 160 2 292 294 134 17 17 1 22 23 6 35.3 7.8 
合　計 4 1,696 1,700 12 2,893 2,905 1,205 1 178 179 4 201 205 26 14.5 7.1 

令和３年・令和４年　建設業における事故の型別労働災害発生状況（労働者死傷病報告による）
 広島労働局（令和４年７月末）

事故の 
型別

墜落 
転落 転倒 激突 飛来 

落下
崩壊 
倒壊

激突 
され

はさま
れ・巻き
込まれ

切れ 
こすれ

踏み 
抜き

高温・低
温の物と
の接触

有害物
質との
接触

火災 感電 交通 
事故

動作の 
反動 その他 合計

令和
３年

（1） （1）
56 16 7 11 4 11 20 16 1 1 1 10 12 13 179

令和
４年

（2）（1） （1） （4）
50 20 11 17 3 10 22 17 1 1 1 1 3 9 39 205

　� （　　　）内は、死亡で内数

令和４年　建設業死亡災害発生状況 広島労働局（令和４年７月末）
№ 発生月 業　種 職　種 性別 年齢 経験 事故の型 起因物 災　害　発　生　状　況

１ １月 建設業
作業者
・

技能者
男 40代 ７年 転　倒 移動式

クレーン

移動式クレーン機能付きドラグ・ショベルで生コ
ンクリートを入れたホッパーを吊って、約２ｍ下
の型枠に生コンクリートを打設しようとしていた
ところ、ドラグ・ショベルが転倒し、運転者がキャ
ビンとコンクリート擁壁に挟まれた。

２ ４月 建設業
作業者
・

技能者
男 60代 １年

墜落
・
転落

屋根、はり、
もや、けた

工場屋根修理に伴い、箒などで土ぼこりを清掃し
ていた労働者が樹脂製波板とスレートの重ね合わ
せ（境界）部を踏み抜き墜落した。

３ ４月 建設業
作業者
・

技能者
男 60代 40年 交通事故 トラック

資材置き場の前（傾斜地）に３ｔダンプを止め、
エンジンを切って、車外に出た直後、当該ダンプ
が逸走し始め、それを止めようと被災者が運転席
に乗り込もうとしたところ、ダンプが壁に激突し
た衝撃で運転席とドアの間に被災者が挟まれた。

４ ４月 建設業
作業者
・

技能者
男 10代 １年

墜落
・
転落

建築物　
構築物

防音シートを足場の外側に張るため、建物最上部
の看板の天端（H鋼ウェブ上、幅約25cm、屋上
からの高さ約5.9ｍ）から垂らしたヒモに、防音
シート３枚を結び、引き上げていた際、看板の天
端から5.9ｍ下の屋上に転落した。

分会人事異動のお知らせ
□福山分会

日　　　付 役　　　職 新　　　任 退　　　任
令和４年５月25日 分　　会　　長 山　崎　育　洋 鈴　木　章　平
令和４年８月１日 事　務　局　長 清　水　玲　子 柿　原　佳代子
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新型コロナウイルスの感染拡大防止に関する行政からの取組要請があった場合は、
中止、または延期する場合があります、ご協力をお願いします。 建設業労働災害防止協会広島県支部

建設工事に従事する労働者の
　ための安全衛生教育
　「建設従事者教育」（６時間）
＊要請により、随時実施（支部）　作業主任者技能講習日程

足場の組立て等 実施場所 受付分会 コンクリート造の工作物の解体等 実施場所 受付分会 型枠支保工の組立て等 実施場所 受付分会
９月27～28日 三原市 三原 11月17日～18日 広島市 支部 10月25日～26日 広島市 支部
10月17～18日 広島市 支部 11月29日～30日 呉市 呉
11月１～２日 福山市 福山 地山の掘削及び土止め支保工 実施場所 受付分会

10月12日～14日 広島市 支部
　特別教育日程

足場の組立て等 実施場所 受付分会 巻上げ機（ウインチ）運転 実施場所 受付分会 石綿取扱い作業従事者 実施場所 受付分会
９月29日 呉市 呉 ９月30日 広島市 広島 ９月29日 福山市 福山
10月14日 福山市 福山 11月８日 広島市 支部
11月15日 尾道市 尾道 フルハーネス型安全帯使用作業 実施場所 受付分会

10月５日 福山市 福山
自由研削砥石取替え等業務 実施場所 受付分会 　　18日 三次市 三次

10月28日 呉市 呉 11月28日 広島市 支部

　特別教育に準じた教育日程
丸のこ等取扱い作業従事者 実施場所 受付分会 振動工具取扱作業従事者 実施場所 受付分会

10月17日 福山市 福山 10月25日 福山市 福山
11月８日 呉市 呉

　統括・職長等各種教育日程
職長･安全衛生責任者教育 実施場所 受付分会 現場管理者統括管理 実施場所 受付分会 足場能力向上教育

足場点検実務者研修 実施場所 受付分会９月15～16日 広島市 広島 ９月 27日 三次市 三次
　　26～27日 福山市 福山 11月16日 呉市 呉 10月20日 呉市 呉
11月15～16日 広島市 広島 11月２日 広島市 支部

斜面点検者教育 実施場所 受付分会 足場能力向上教育のみ 実施場所 受付分会
職長・安全衛生責任者
能 力 向 上 教 育 実施場所 受付分会 11月11日 呉市 呉 11月18日 福山市 福山

９月26日 広島市 支部 木建解体作業指揮者教育 実施場所 受付分会
11月10日 福山市 福山 11月17日 福山市 福山

令 和 ４ 年 度 講 習 計 画
（令和４年９月～11月末までの計画）

　建災防広島県支部（082）228－8250

広島分会（082）228‒8252　福山分会（084）924‒4320　尾道分会（0848）22‒8918　廿日市分会（0829）31‒0196
呉 分 会（0823）22‒6886　三原分会（0848）63‒9920　三次分会（0824）62‒4391　　

広 島 県 支 部 各 分 会

ホームページアドレス

　建 災 防 広 島 県 支 部　https : //www.ｊｃｏｓｈａ-ｈｉｒｏｓｈｉｍａ.ｊｐ/
　建災防広島県支部広島分会　https : //www.ｊｃｏｓｈａ-ｈｉｒｏｓｈｉｍａ.ｊｐ/hiroshimabunkai/
　建災防広島県支部福山分会　https : //jcosha-fukubun.org/
　建災防広島県支部三次分会　https : //ww7.enjoy.ne.jp/～khm62/

画令 和 ４ 年 度 登 録 講 計習
（令和４年11月～令和５年３月末までの計画）

　建築物石綿含有建材調査者講習（一般）
日　　程 実施場所 受付分会 日　　程 実施場所 受付分会 日　　程 実施場所 受付分会

12月13～ 14日 広島市 支部 ２月27～28日 広島市 支部 ３月６～７日 広島市 支部
※「建築物石綿含有建材調査者講習」の申込みの受付は、講習日の２ケ月前の当日からです。
　　詳細は建災防広島県支部のホームページにてご確認下さい。

＊詳細につきましては、支部及び各分会にお問い合わせください。
　なお、定数に満たない場合は中止、または、延期する場合があります。


